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市第61号議案 

   横浜市個人情報の保護に関する条例の全部改正 

 横浜市個人情報の保護に関する条例を次のように定める。 

令和４年12月６日提出 

横浜市長 山 中 竹 春 

横浜市条例（番号） 

   横浜市個人情報の保護に関する条例 

 横浜市個人情報の保護に関する条例（平成17年２月横浜市条例第

６号）の全部を改正する。 

 （趣旨） 

第１条 横浜市（以下「市」という。）における個人情報の保護に

関し必要な事項は、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律

第57号。以下「法」という。）その他の法令又は条例に定めるも

ののほか、この条例の定めるところによる。 

 （定義） 

第２条 この条例における用語の意義は、この条例において定める

もののほか、法の例による。 

２ この条例において「実施機関」とは、法第２条第11項第２号の

地方公共団体の機関たる市長、公営企業管理者、消防長、教育委

員会、選挙管理委員会、人事委員会、監査委員、農業委員会及び

固定資産評価審査委員会並びに市が設立した地方独立行政法人（

地方独立行政法人法（平成15年法律第 118 号）第２条第１項の地

方独立行政法人をいう。以下同じ。）をいう。 

 （実施機関の基本方針） 

第３条 実施機関は、市民の信頼に基づいて法を運用するため、個
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人情報を本人以外のものから収集し、又は人種、信条及び社会的

身分に関する個人情報を収集しようとするときは、その必要性を

適切に検討するものとする。 

２ 実施機関は、開示請求があったときは、法第83条第１項に規定

する期間内であっても、速やかに開示決定等をするよう努めるも

のとする。 

 （個人情報取扱事務の届出） 

第４条 実施機関は、個人情報を取り扱う事務（一時的な使用であ

って、短期間に廃棄され、又は消去される個人情報を取り扱う事

務その他規則で定める事務を除く。以下この条において同じ。）

を開始しようとするときは、あらかじめ、次に掲げる事項を市長

に届け出なければならない。届け出た事項を変更しようとすると

きも、同様とする。 

(1) 個人情報を取り扱う事務の名称 

(2) 個人情報を取り扱う事務を所掌する組織の名称 

(3) 個人情報の利用目的 

(4) 個人情報の対象者の範囲 

(5) 取り扱う個人情報の項目 

(6) 個人情報の収集方法 

(7) 記録される個人情報に要配慮個人情報が含まれるときは、そ

の旨 

(8)  法第69条第２項本文の規定による個人情報の利用又は提供を

経常的に行うときは、その利用の範囲又は提供先 

(9) その他規則で定める事項 

２ 市長は、前項の規定により届け出た事項について、一般の閲覧
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に供するものとする。 

３ 実施機関は、第１項の規定により届け出た個人情報を取り扱う

事務を廃止したときは、その旨を市長に届け出なければならない

。この場合において、市長は、前項の閲覧に供することを中止す

るものとする。 

４ 市長は、第１項の規定による届出があったときは、当該届出に

係る事項を第９条第１項に規定する横浜市個人情報保護審議会（

以下「審議会」という。）に報告するものとする。この場合にお

いて、審議会は、実施機関に対し、当該報告に係る事項について

意見を述べることができる。 

 （審議会への報告） 

第５条 実施機関は、規則で定めるところにより、次の各号に掲げ

る区分に応じ、当該各号に定める事項を審議会に報告するものと

する。 

 (1)  個人情報を取り扱う事務の実施機関以外のものへの委託 受

託者の名称、委託業務の概要、当該個人情報を保護するための

措置等 

 (2) 法第27条第１項第５号から第７号までに掲げる事由による個

人データの提供 提供の相手方の名称、提供する理由、当該個

人データの内容等 

(3) 法第69条第２項第４号に掲げる事由による保有個人情報の提

供 提供の相手方の名称、提供する理由、当該保有個人情報の

内容等 

(4) 法第75条第４項の規定により読み替えて適用する同条第１項

の規定による個人情報ファイル簿の作成 当該個人情報ファイ
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ル簿に記載された事項 

 (5) 個人情報の保護に関する法律施行令（平成15年政令第 507 号

。以下「令」という。）第21条第３項の規定による個人情報フ

ァイル簿の変更 当該変更の内容 

 (6) 令第21条第４項の規定による個人情報ファイルについての記

載の消除 当該消除の事実 

(7)  法第 112 条第１項の規定による提案 同条第２項各号に掲げ

る事項 

２ 前項各号に掲げるもののほか、実施機関は、個人情報の保護に

関し必要と認める事項について、審議会に報告することができる

。 

３ 審議会は、実施機関に対し、前２項の規定による報告に係る事

項について意見を述べることができる。 

 （本人情報の本人への提供） 

第６条 実施機関があらかじめ定める保有個人情報については、当

該実施機関が定める簡易な手続により本人に提供することができ

る。 

 （審査請求をすべき実施機関） 

第７条 法第 107 条第２項の審査請求は、同項の開示決定等、訂正

決定等、利用停止決定等又は開示請求、訂正請求若しくは利用停

止請求に係る不作為に係る実施機関に対してするものとする。 

 （横浜市情報公開・個人情報保護審査会への諮問等） 

第８条 法第 105 条第３項の規定により読み替えて準用する同条第

１項の審査請求に係る審査庁（当該審査請求がされた実施機関を

いう。次項において同じ。）の諮問は、横浜市の保有する情報の
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公開に関する条例（平成12年２月横浜市条例第１号。以下「情報

公開条例」という。）第22条第１項の横浜市情報公開・個人情報

保護審査会に対し、法第 106 条第２項の規定により読み替えて適

用する行政不服審査法（平成26年法律第68号）第29条第２項の弁

明書の写しを添えて行うものとする。 

２ 前項の諮問をした審査庁は、当該諮問に対する答申があったと

きは、これを尊重して、同項の審査請求に対する裁決を行わなけ

ればならない。 

 （横浜市個人情報保護審議会の設置等） 

第９条 法第３章第３節の施策等における個人情報の適正な取扱い

の確保を図り、及び横浜市行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の施行に関する条例（平成27

年９月横浜市条例第52号）によりその権限に属させられた事項を

行うため、横浜市個人情報保護審議会を置く。 

２ 審議会は、前項の規定による事項を行うほか、実施機関の諮問

に応じ、個人情報の保護に関する重要な事項を審議するものとす

る。 

３ 審議会は、前２項に規定する事項を行うほか、個人情報の保護

に関し必要と認める事項について調査審議し、実施機関に意見を

述べることができる。 

４ 審議会は、その職務を遂行するため必要があると認めるときは

、実施機関の職員その他関係者の出席を求め、これらの者の意見

若しくは説明を聴き、又はこれらの者に資料の提出を求めること

ができる。 

５ 審議会は、市長が任命する委員７人以内をもって組織する。 
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６ 審議会の委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は前任者の

残任期間とする。ただし、再任を妨げない。 

７ 審議会に、専門の事項を調査審議させるため必要があるときは

、専門委員を置くことができる。 

８ 専門委員の任期は、２年以内で市長が定める期間とする。 

９ 審議会の委員及び専門委員は、職務上知ることができた秘密を

漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

 （横浜市個人情報保護に関する第三者評価委員会の設置等） 

第10条 実施機関における個人情報の保護に関し審議会が必要と認

める事項についての実地調査及び審議を行うため、審議会に部会

として横浜市個人情報保護に関する第三者評価委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、前項の実地調査及び審議を行ったときは、当該実地

調査及び審議に係る事項を審議会に報告するものとする。この場

合において、審議会は、実施機関に対し、当該報告に係る事項に

ついて意見を述べることができる。 

３ 実施機関は、前項の意見が個人情報の保護に関し必要な措置を

講ずるよう求めるものである場合には、当該措置に係る処理の内

容を審議会に報告するものとする。 

４ 委員会は、審議会の委員１人以上及び専門委員をもって組織す

る。 

５ 前条第４項の規定は、委員会について準用する。 

（規則への委任） 

第11条 前２条に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し

必要な事項は、規則で定める。 
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 （開示請求に係る手数料） 

第12条 法第89条第２項の手数料は、法第87条第１項の規定に基づ

く写しの交付により開示を実施する場合は別表に定める額とし、

写しの交付以外の方法により開示を実施する場合及び法第82条第

２項の規定により保有個人情報の全部を開示しない場合は無料と

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、同項の写しを郵便等により送付する

場合の手数料の額は、別表に定める額に郵便料金その他の送付に

要する費用に相当する額を加算した額とする。 

 （行政機関等匿名加工情報の利用に係る手数料） 

第13条 法第 119 条第３項の規定により納付しなければならない手

数料の額は、21,000円に次に掲げる額の合計額を加算した額とす

る。 

(1) 行政機関等匿名加工情報の作成に要する時間１時間までごと

に 3,950 円 

 (2) 行政機関等匿名加工情報の作成の委託を受けた者に対して支

払う額（当該委託をする場合に限る。） 

２ 法第 119 条第４項の規定により納付しなければならない手数料

の額は、次の各号に掲げる行政機関等匿名加工情報の利用に関す

る契約を締結する者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

 (1) 次号に掲げる者以外の者 法第 115 条の規定により当該行政

機関等匿名加工情報の利用に関する契約を締結する者が法第11 

9 条第３項の規定により納付しなければならない手数料の額と

同一の額 

 (2) 法第 115 条（法第 118 条第２項において準用する場合を含む
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。）の規定により当該行政機関等匿名加工情報の利用に関する

契約を締結した者 12,600円 

 （出資法人等における個人情報の保護） 

第14条 実施機関は、市が出資その他財政支出等を行う法人（市が

設立した地方独立行政法人を除く。）であって、市長が定めるも

のにおける個人情報の保護が推進されるよう、必要な措置を講ず

るものとする。 

 （市長の調整） 

第15条 市長は、必要があると認めるときは、市長以外の実施機関

に対し、個人情報の保護について、報告を求め、又は指導若しく

は助言をすることができる。 

 （運用状況の公表） 

第16条 市長は、毎年１回、法及びこの条例の運用状況について取

りまとめ、これを公表するものとする。 

 （委任） 

第17条 この条例に定めるほか、この条例の施行に関し必要な事項

は、市長が定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前にこの条例

による改正前の横浜市個人情報の保護に関する条例（以下「旧条

例」という。）第６条第１項の規定によりされた届出（議長が届

け出たものを除く。）は、この条例による改正後の横浜市個人情
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報の保護に関する条例（以下「新条例」という。）第４条第１項

の規定によりされた届出とみなす。 

３ 施行日前に旧条例第20条第１項若しくは第２項、第34条第１項

若しくは第２項又は第43条第１項若しくは第２項の規定による請

求がされた場合における旧条例に規定する保有個人情報の開示、

訂正又は利用停止については、なお従前の例による。 

４ 施行日前に旧条例第50条第１項本文又は第２項の規定による是

正の申出がされた場合における旧条例に規定する是正の申出に係

る処理については、なお従前の例による。 

５ この条例の施行の際現に旧条例第58条の規定により横浜市個人

情報保護審議会の委員及び専門委員に任命されている者は、新条

例第９条の規定により審議会の委員及び専門委員に任命された者

とみなす。この場合において、当該委員及び専門委員の任期は、

同条第６項及び第８項の規定にかかわらず、令和６年５月31日ま

でとする。 

６ 新条例第９条第５項の規定は、前項に規定する任期が満了する

日の翌日以後に任命する委員の定数について適用し、同日前の定

数については、なお従前の例による。 

７ 新条例第12条の規定は、施行日以後の法第76条の規定による開

示の請求に係る写しの交付の手数料について適用し、施行日前の

旧条例第20条の規定による開示の請求に係る写しの交付の費用に

ついては、なお従前の例による。 

 （横浜市震災対策条例の一部改正） 

８ 横浜市震災対策条例（平成25年２月横浜市条例第４号）の一部

を次のように改正する。 
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第12条第２項中「横浜市個人情報の保護に関する条例（平成17

年２月横浜市条例第６号）第２条第６項に規定する」を「個人情

報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）第60条第１項の」

に改める。 

 （横浜市地域の絆をはぐくみ、地域で支え合う社会の構築を促進

する条例の一部改正） 

９ 横浜市地域の絆をはぐくみ、地域で支え合う社会の構築を促進

する条例（平成23年３月横浜市条例第12号）の一部を次のように

改正する。 

第７条第４号中「横浜市個人情報の保護に関する条例（平成17

年２月横浜市条例第６号）」を「個人情報の保護に関する法律（

平成15年法律第57号）」に改める。 

 （横浜市重度障害者の医療費助成に関する条例の一部改正） 

10 横浜市重度障害者の医療費助成に関する条例（昭和46年12月横

浜市条例第59号）の一部を次のように改正する。 

第８条中「横浜市個人情報の保護に関する条例（平成17年２月

横浜市条例第６号）第７条第２項に規定する」を「個人情報の保

護に関する法律（平成15年法律第57号）第17条第１項の」に改め

る。 

別表（第12条） 

１ 写しの作成に要する手数料 
 

 写しの作成の方法              手 数 料  

 

文書、図画若しくは写真の用

紙への複写又は電磁的記録の 

日本産業規格Ａ列３番まで

の大きさの用紙   

白黒  １枚につき10円  

カラー １枚につき50円  
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用紙への出力 日本産業規格Ａ列３番を超える大きさ

の用紙 
実費相当額  

マイクロフィルムの用紙への

出力  
１枚につき10円   

 

 

電磁的記録の記録媒体への複

製   

 

ページ数がある電磁的記録 

記録媒体の費用に１

ページごとに10円を

加えた額   

 

ページ数がない電磁的記録 

記録媒体の費用に１

ファイルごとに210

円を加えた額    

文書、図画又は写真をスキャ

ナにより読み取って作成した

電磁的記録の記録媒体への複

製   

記録媒体の費用に１ページごとに10円を加えた額   

 

（備考） 

１ マイクロフィルムの写しを作成する場合は、日本産業規 

格Ａ列３番までの大きさの用紙を用いるものとする。 

２ 両面印刷の用紙を用いるときは、片面を１枚として算定 

する。 

２ 記録媒体の費用 

記録媒体の種別     金    額   

日本産業規格Ｘ0606及びＸ6281に適合する直径120ミリメー

トルの光ディスクの再生装置で再生が可能な光ディスク  
１枚につき70円   

日本産業規格Ｘ6241に適合する直径120ミリメートルの光デ

ィスクの再生装置で再生が可能な光ディスク  
１枚につき100円 

その他の記録媒体  実費相当額  

 

   提 案 理 由 

 個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、横浜市における

個人情報の保護に関し必要な事項を定めるため、横浜市個人情報の
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保護に関する条例の全部を改正したいので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 現 行 ） 

目 次 

第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 ― 第 ５ 条 ） 

第 ２ 章  実 施 機 関 が 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 

第 １ 節  個 人 情 報 の 適 正 な 取 扱 い の 確 保 （ 第 ６ 条 ― 第 17 条 ） 

第 ２ 節  個 人 情 報 フ ァ イ ル （ 第 18 条 ・ 第 19 条 ） 

第 ３ 章  個 人 情 報 の 本 人 開 示 、 訂 正 及 び 利 用 停 止 の 請 求 等 

第 １ 節  本 人 開 示 請 求 （ 第 20 条 ― 第 33 条 ） 

第 ２ 節  訂 正 請 求 （ 第 34 条 ― 第 42 条 ） 

第 ３ 節  利 用 停 止 請 求 （ 第 43 条 ― 第 49 条 ） 

第 ４ 節  是 正 の 申 出 （ 第 50 条 ― 第 52 条 ） 

第 ５ 節  審 査 請 求 （ 第 52 条 の ２ ― 第 56 条 ） 

第 ４ 章  事 業 者 に 対 す る 措 置 （ 第 57 条 ） 

第 ５ 章  横 浜 市 個 人 情 報 保 護 審 議 会 （ 第 58 条 ― 第 58 条 の ３ ） 

第 ６ 章  雑 則 （ 第 59 条 ― 第 66 条 ） 

第 ７ 章  罰 則 （ 第 67 条 ― 第 71 条 ） 

附 則 

第 １ 章  総 則 

 （ 目 的 ） 

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 個 人 情 報 を 保 護 す る た め に 、 そ の 適 正 な 取 扱

い に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る と と も に 、 横 浜 市 （ 以 下 「 市 」 と い

う 。） が 保 有 す る 個 人 情 報 の 本 人 開 示 、 訂 正 及 び 利 用 停 止 を 請 求

す る 権 利 を 明 ら か に す る こ と に よ り 、 個 人 の 権 利 利 益 を 保 護 し 、

市 政 の 適 正 か つ 公 正 な 運 営 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。 
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（ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 「 実 施 機 関 」 と は 、 市 長 、 議 長 、 公 営 企

業 管 理 者 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 監 査 委 員

、 農 業 委 員 会 及 び 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 、 規 則 で 定 め る 市 の 機

関 並 び に 市 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （

平 成 15 年 法 律 第 118 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 地 方 独 立 行 政 法

人 を い う 。 以 下 同 じ 。） を い う 。 

２  こ の 条 例 に お い て 「 実 施 機 関 の 職 員 」 と は 、 市 長 、 議 長 、 公 営

企 業 管 理 者 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 及 び 委 員 、 選 挙 管 理 委 員 、 人 事

委 員 会 委 員 、 監 査 委 員 、 農 業 委 員 会 委 員 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員

会 委 員 並 び に 前 項 の 市 の 機 関 の 長 の ほ か 、 実 施 機 関 （ 同 項 の 地 方

独 立 行 政 法 人 を 除 く 。） の 職 務 上 の 指 揮 監 督 を 受 け る 職 員 並 び に

同 項 の 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 及 び 職 員 を い う 。 

３  こ の 条 例 に お い て 「 個 人 情 報 」 と は 、 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ

て 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の を い う 。 

(1)  当 該 情 報 に 含 ま れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 （ 文 書 、

図 画 若 し く は 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の

知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 を

い う 。 以 下 同 じ 。） に 記 載 さ れ 、 若 し く は 記 録 さ れ 、 又 は 音 声

、 動 作 そ の 他 の 方 法 を 用 い て 表 さ れ た 一 切 の 事 項 （ 個 人 識 別 符

号 を 除 く 。） を い う 。 以 下 同 じ 。） に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す

る こ と が で き る も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る こ と が で き 、 そ れ に

よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る こ と と な る も の を 含 む

。）  

(2)  個 人 識 別 符 号 が 含 ま れ る も の 
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４  こ の 条 例 に お い て 「 個 人 識 別 符 号 」 と は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関

す る 法 律 （ 平 成 15 年 法 律 第 57 号 。 以 下 「 個 人 情 報 保 護 法 」 と い う

。） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 個 人 識 別 符 号 を い う 。 

５  こ の 条 例 に お い て 「 要 配 慮 個 人 情 報 」 と は 、 本 人 に 対 す る 不 当

な 差 別 、 偏 見 そ の 他 の 不 利 益 が 生 じ な い よ う に そ の 取 扱 い に 特 に

配 慮 を 要 す る 個 人 情 報 と し て 個 人 情 報 保 護 法 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定

す る 要 配 慮 個 人 情 報 を い う 。 

６  こ の 条 例 に お い て 「 保 有 個 人 情 報 」 と は 、 実 施 機 関 の 職 員 が 職

務 上 作 成 し 、 又 は 取 得 し た 個 人 情 報 で あ っ て 、 当 該 実 施 機 関 の 職

員 が 組 織 的 に 利 用 す る も の と し て 、 当 該 実 施 機 関 が 保 有 し て い る

も の を い う 。 た だ し 、 行 政 文 書 （ 横 浜 市 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に

関 す る 条 例 （ 平 成 12 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 １ 号 。 以 下 「 情 報 公 開 条

例 」 と い う 。） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 行 政 文 書 を い う 。 以 下 同

じ 。） に 記 録 さ れ て い る も の に 限 る 。 

７  こ の 条 例 に お い て 「 個 人 情 報 フ ァ イ ル 」 と は 、 保 有 個 人 情 報 を

含 む 情 報 の 集 合 物 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。 

 (1)  一 定 の 事 務 の 目 的 を 達 成 す る た め に 特 定 の 保 有 個 人 情 報 を 電

子 計 算 機 を 用 い て 検 索 す る こ と が で き る よ う に 体 系 的 に 構 成 し

た も の 

 (2)  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 一 定 の 事 務 の 目 的 を 達 成 す る た め

に 氏 名 、 生 年 月 日 、 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 特 定 の 保 有 個 人 情 報

を 容 易 に 検 索 す る こ と が で き る よ う に 体 系 的 に 構 成 し た も の 

８  こ の 条 例 に お い て 個 人 情 報 に つ い て 「 本 人 」 と は 、 個 人 情 報 に

よ っ て 識 別 さ れ る 特 定 の 個 人 を い う 。 

（ 実 施 機 関 の 責 務 ） 
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第 ３ 条  実 施 機 関 は 、 こ の 条 例 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 個 人 情 報 の

保 護 に つ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 あ ら ゆ る 施 策 を 通 じ

て 個 人 情 報 の 保 護 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

  （ 事 業 者 の 責 務 ） 

第 ４ 条  事 業 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 （ 国 、 独 立 行 政 法 人 等 （ 個 人 情

報 保 護 法 第 ２ 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 独 立 行 政 法 人 等 を い う 。 以 下 同

じ 。）、 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 を 除 く 。 第 22 条 第 ４

号 に お い て 「 法 人 等 」 と い う 。） 及 び 事 業 を 営 む 個 人 を い う 。 以

下 同 じ 。） は 、 個 人 情 報 の 保 護 の 重 要 性 を 認 識 し 、 そ の 保 有 す る

個 人 情 報 の 取 扱 い に 伴 う 個 人 の 権 利 利 益 の 侵 害 の 防 止 に つ い て 必

要 な 措 置 を 自 ら 講 ず る よ う 努 め る と と も に 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関

す る 市 の 施 策 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 市 民 の 責 務 ） 

第 ５ 条  市 民 は 、 個 人 情 報 の 保 護 の 重 要 性 を 認 識 し 、 個 人 情 報 を 適

切 に 取 り 扱 い 、 他 人 の 権 利 利 益 を 侵 害 す る こ と の な い よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。 

   第 ２ 章  実 施 機 関 が 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 

    第 １ 節  個 人 情 報 の 適 正 な 取 扱 い の 確 保 

 （ 個 人 情 報 取 扱 事 務 の 届 出 ） 

第 ６ 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 （ 一 時 的 な 使 用 で あ

っ て 、 短 期 間 に 廃 棄 さ れ 、 又 は 消 去 さ れ る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事

務 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 務 を 除 く 。） を 開 始 し よ う と す る と き は

、 あ ら か じ め 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い

。 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

 (1)  個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 の 名 称 
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(2)  個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 を 所 掌 す る 組 織 の 名 称 

(3)  個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 の 目 的 

(4)  個 人 情 報 の 対 象 者 の 範 囲 

(5)  個 人 情 報 の 記 録 項 目 

(6)  個 人 情 報 の 収 集 方 法 

(6) の ２  記 録 さ れ る 個 人 情 報 に 要 配 慮 個 人 情 報 が 含 ま れ る と き は

、 そ の 旨 

(7)  第 10 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 個 人 情 報 の 利 用 又 は 提 供

を 経 常 的 に 行 う と き は 、 そ の 利 用 の 範 囲 又 は 提 供 先 

(8)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 事 項 

２  実 施 機 関 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う

事 務 を 廃 止 し た と き は 、 そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い

。 

３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 届 出 に

係 る 事 項 を 第 58 条 第 １ 項 に 規 定 す る 横 浜 市 個 人 情 報 保 護 審 議 会 （

以 下 「 審 議 会 」 と い う 。） に 報 告 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 審 議 会 は 、 実 施 機 関 に 対 し 、 当 該 報 告 に 係 る 事 項 に つ い て

意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。 

４  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 事 項 に つ い て 、 一 般 の

閲 覧 に 供 す る も の と す る 。 

 （ 保 有 の 制 限 等 ） 

第 ７ 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 保 有 す る に 当 た っ て は 、 法 令 又 は

条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 の 定 め る 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め 必 要 な

場 合 に 限 り 、 か つ 、 そ の 利 用 の 目 的 を で き る 限 り 特 定 し な け れ ば

な ら な い 。 
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２  実 施 機 関 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 特 定 さ れ た 利 用 の 目 的 （ 以 下 「

利 用 目 的 」 と い う 。） の 達 成 に 必 要 な 範 囲 を 超 え て 、 個 人 情 報 を

保 有 し て は な ら な い 。 

 （ 収 集 の 制 限 ） 

第 ８ 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 収 集 し よ う と す る と き は 、 本 人 か

ら 収 集 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  法 令 又 は 条 例 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。） の 定 め が あ る と き

 。 

(2)  本 人 の 同 意 が あ る と き 。 

(3)  出 版 、 報 道 等 に よ り 公 に さ れ て い る と き 。 

(4)  人 の 生 命 、 身 体 又 は 財 産 を 保 護 す る た め 、 緊 急 か つ や む を 得

な い と 認 め ら れ る と き 。 

(5)  所 在 不 明 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 本 人 か ら 個 人 情 報 を 収 集 す る

こ と が 困 難 な と き 。 

(6)  争 訟 、 選 考 、 指 導 、 相 談 等 の 事 務 を 執 行 す る た め に 個 人 情 報

を 収 集 す る 場 合 に お い て 、 本 人 か ら 当 該 個 人 情 報 を 収 集 し た の

で は 、 当 該 事 務 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る

と き 、 又 は 当 該 事 務 の 適 正 な 執 行 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す と 認 め

ら れ る と き 。 

(7)  第 10 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 、 他 の 実 施 機 関 か ら 個 人

情 報 の 提 供 を 受 け る と き 。 

(8)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 実 施 機 関 が 公 益 上 特 に 必 要 が あ

る と 認 め る と き 。 

２  実 施 機 関 は 、 本 人 か ら 直 接 書 面 （ 電 磁 的 記 録 を 含 む 。） に 記 録

168



市第 61 号 

 

 

 

さ れ た 当 該 本 人 の 個 人 情 報 を 収 集 す る と き は 、 あ ら か じ め 、 本 人

に 対 し 、 そ の 利 用 目 的 を 明 示 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  人 の 生 命 、 身 体 又 は 財 産 を 保 護 す る た め 、 緊 急 に 必 要 が あ る

と き 。 

(2)  利 用 目 的 を 本 人 に 明 示 す る こ と に よ り 、 本 人 又 は 第 三 者 の 生

命 、 身 体 、 財 産 そ の 他 の 権 利 利 益 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。 

(3)  利 用 目 的 を 本 人 に 明 示 す る こ と に よ り 、 市 、 国 、 独 立 行 政 法

人 等 、 他 の 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 が 行 う 事 務 又 は

事 業 の 適 正 な 遂 行 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と き 。 

(4)  取 得 の 状 況 か ら み て 利 用 目 的 が 明 ら か で あ る と 認 め ら れ る と

き 。 

３  実 施 機 関 は 、 思 想 、 信 条 及 び 宗 教 に 関 す る 個 人 情 報 並 び に 社 会

的 差 別 の 原 因 と な る お そ れ が あ る 個 人 情 報 を 収 集 し て は な ら な い

。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な

い 。 

(1)  法 令 等 の 定 め が あ る と き 。 

(2)  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 実 施 機 関 が 公 益 上 特 に 必 要 が あ る

と 認 め る と き 。 

４  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 第 １ 項 第 ８ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り 本 人

以 外 の も の か ら 収 集 し よ う と す る と き 、 又 は 前 項 に 規 定 す る 個 人

情 報 を 同 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り 収 集 し よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

（ 適 正 な 維 持 管 理 ） 

第 ９ 条  実 施 機 関 は 、 利 用 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 範 囲 内 に お

169



市第 61 号 

い て 、 保 有 個 人 情 報 が 過 去 又 は 現 在 の 事 実 と 合 致 す る よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 保 有 個 人 情 報 の 漏 え い 、 滅 失 、 き 損 及 び 改 ざ ん の

防 止 そ の 他 の 保 有 個 人 情 報 の 適 正 な 管 理 の た め に 必 要 な 措 置 を 講

じ な け れ ば な ら な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 保 有 す る 必 要 が な く な っ た 保 有 個 人 情 報 を 確 実 か

つ 速 や か に 廃 棄 し 、 又 は 消 去 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 歴 史

的 資 料 と し て 保 存 す る 必 要 が あ る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。 

（ 利 用 及 び 提 供 の 制 限 ） 

第 10 条  実 施 機 関 は 、 保 有 個 人 情 報 を 利 用 目 的 以 外 の 目 的 （ 以 下 「

目 的 外 」 と い う 。） の た め に 、 当 該 保 有 個 人 情 報 を 当 該 実 施 機 関

の 内 部 に お い て 利 用 し 、 又 は 当 該 実 施 機 関 以 外 の も の に 提 供 し て

は な ら な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ

の 限 り で な い 。 

(1)  法 令 等 の 定 め が あ る と き 。 

(2)  本 人 の 同 意 が あ る と き 、 又 は 本 人 に 提 供 す る と き 。 

(3)  出 版 、 報 道 等 に よ り 公 に さ れ て い る と き 。 

(4)  人 の 生 命 、 身 体 又 は 財 産 を 保 護 す る た め 、 緊 急 か つ や む を 得

な い と 認 め ら れ る と き 。 

(5)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 実 施 機 関 が 公 益 上 特 に 必 要 が あ

る と 認 め る と き 。 

２  実 施 機 関 は 、 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 保 有 個 人 情 報 を 目 的 外

の た め に 利 用 し 、 又 は 提 供 す る と き は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に 係 る

本 人 又 は 第 三 者 の 権 利 利 益 を 不 当 に 侵 害 す る こ と の な い よ う に し
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な け れ ば な ら な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 保 有 個 人 情 報 を 第 １ 項 第 ５ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り

目 的 外 の た め に 実 施 機 関 以 外 の も の に 提 供 し よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

４  実 施 機 関 は 、 保 有 個 人 情 報 を 第 １ 項 第 ５ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り

目 的 外 の た め に 利 用 し 、 又 は 他 の 実 施 機 関 に 提 供 し た と き は 、 そ

の 旨 を 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。 

（ 提 供 先 へ の 措 置 の 要 求 等 ） 

第 11 条  実 施 機 関 は 、 前 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 保 有 個 人 情

報 を 目 的 外 の た め に 実 施 機 関 以 外 の も の に 提 供 し よ う と す る 場 合

に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 提 供 を 受 け る も の に

対 し 、 当 該 提 供 に 係 る 個 人 情 報 に つ い て 、 使 用 目 的 及 び 使 用 方 法

の 制 限 そ の 他 の 必 要 な 制 限 を 付 し 、 又 は 適 正 に 取 り 扱 う た め の 必

要 な 措 置 を 講 ず る こ と を 求 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 電 子 計 算 機 処 理 の 制 限 ） 

第 12 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に つ い て 、 新 た に 電

子 計 算 機 に よ る 処 理 （ 以 下 「 電 子 計 算 機 処 理 」 と い う 。） を 行 お

う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 一 時 的 又 は 試 験 的 な 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に 係

る 電 子 計 算 機 処 理 そ の 他 規 則 で 定 め る 電 子 計 算 機 処 理 を 行 お う と

す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 第 ８ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務

に つ い て 、 電 子 計 算 機 処 理 （ 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 電 子 計 算 機

処 理 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。） を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し

、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 
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(1)  法 令 等 の 定 め が あ る と き 。 

(2)  当 該 事 務 の 目 的 を 達 成 す る た め に 不 可 欠 で あ り 、 か つ 、 本 人

の 権 利 利 益 を 不 当 に 侵 害 す る お そ れ が な い と 認 め ら れ る と き 。 

３  実 施 機 関 は 、 前 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に 係 る 電

子 計 算 機 処 理 を 同 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り 行 お う と す る と き

は 、 あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

（ 電 子 計 算 機 の 結 合 の 制 限 ） 

第 13 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に 係 る 電 子 計 算 機 処

理 を 行 う 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 以 外 の も の と 通 信 回 線 そ の 他 の

方 法 に よ り 電 子 計 算 機 の 結 合 を し て は な ら な い 。 た だ し 、 次 の 各

号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  法 令 等 の 定 め が あ る と き 。 

(2)  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 実 施 機 関 が 公 益 上 特 に 必 要 が あ る

と 認 め る と き 。 

２  実 施 機 関 は 、 前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ り 実 施 機 関 以 外 の も

の と 電 子 計 算 機 の 結 合 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 審 議

会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

（ 事 務 の 委 託 に 伴 う 措 置 ） 

第 14 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 を 実 施 機 関 以 外 の も

の に 委 託 し よ う と す る と き は 、 当 該 個 人 情 報 を 保 護 す る た め の 必

要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 を 新 た に 実 施 機 関 以 外 の

も の に 委 託 し よ う と す る と き は 、 前 項 の 個 人 情 報 を 保 護 す る た め

の 必 要 な 措 置 に つ い て 、 あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ

ば な ら な い 。 
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（ 実 施 機 関 の 職 員 の 義 務 ） 

第 15 条  実 施 機 関 の 職 員 は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 個 人 情 報 を み

だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な 目 的 に 使 用 し て は な ら な い 。 そ

の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。 

（ 派 遣 労 働 者 の 義 務 ） 

第 15 条 の ２  労 働 者 派 遣 事 業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 及 び 派 遣 労 働 者 の

保 護 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 60 年 法 律 第 88 号 ） 第 26 条 第 １ 項 に 規 定

す る 労 働 者 派 遣 契 約 に 基 づ き 実 施 機 関 に 派 遣 さ れ 、 当 該 実 施 機 関

に お け る 事 務 に 従 事 し て い る 者 （ 以 下 「 派 遣 労 働 者 」 と い う 。）

又 は 派 遣 労 働 者 で あ っ た 者 は 、 当 該 労 働 者 派 遣 契 約 に 基 づ く 事 務

に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な

目 的 に 使 用 し て は な ら な い 。 

（ 市 長 等 の 秘 密 保 持 義 務 ） 

第 16 条  市 長 、 副 市 長 、 公 営 企 業 管 理 者 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 及 び

委 員 、 選 挙 管 理 委 員 、 監 査 委 員 並 び に 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委

員 並 び に 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第 138 条 の ４ 第 ３ 項

の 規 定 に 基 づ き 設 置 す る 執 行 機 関 の 附 属 機 関 及 び 地 方 公 営 企 業 法

（ 昭 和 27 年 法 律 第 292 号 ） 第 14 条 の 規 定 に 基 づ き 設 置 す る 公 営 企

業 管 理 者 の 附 属 機 関 の 構 成 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 個 人 の 秘 密 に 属

す る 事 項 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す

る 。 

（ 受 託 者 等 の 義 務 等 ） 

第 17 条  実 施 機 関 か ら 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 の 委 託 を 受 け た 者 （

地 方 自 治 法 第 244 条 の ２ 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 公 の 施 設 の 管 理 に 関

す る 業 務 を 行 わ せ る 指 定 管 理 者 （ 同 項 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 を い
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う 。 以 下 同 じ 。） を 含 む 。） 又 は 当 該 者 か ら 当 該 事 務 の 再 委 託 を

受 け た 者 は 、 受 託 し た 事 務 （ 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 公 の 施 設 の 管

理 に 関 す る 業 務 を 含 む 。） 又 は 再 委 託 を 受 け た 事 務 （ 以 下 こ れ ら

の 事 務 を 「 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 等 」 と い う 。） を 行 う 場 合 に

お い て 、 第 14 条 第 １ 項 の 個 人 情 報 を 保 護 す る た め に 講 ぜ ら れ た 必

要 な 措 置 に 従 う と と も に 、 自 ら も 個 人 情 報 の 漏 え い 、 滅 失 、 き 損

及 び 改 ざ ん の 防 止 そ の 他 の 個 人 情 報 の 適 正 な 管 理 の た め に 必 要 な

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２  個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 等 に 従 事 し て い る 者 又 は 従 事 し て い た

者 は 、 当 該 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 等 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報

を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な 目 的 に 使 用 し て は な ら な い

。 

第 ２ 節  個 人 情 報 フ ァ イ ル 

（ 個 人 情 報 フ ァ イ ル の 保 有 等 に 関 す る 届 出 ） 

第 18 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 フ ァ イ ル を 保 有 し よ う と す る と き は

、 あ ら か じ め 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い

。 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

(1)  個 人 情 報 フ ァ イ ル の 名 称 

(2)  保 有 す る 実 施 機 関 の 名 称 及 び 個 人 情 報 フ ァ イ ル が 利 用 に 供 さ

れ る 事 務 を 所 掌 す る 組 織 の 名 称 

(3)  個 人 情 報 フ ァ イ ル の 利 用 目 的 

(4)  個 人 情 報 フ ァ イ ル に 記 録 さ れ る 項 目 （ 以 下 こ の 節 に お い て 「

記 録 項 目 」 と い う 。） 及 び 本 人 （ 他 の 個 人 の 氏 名 、 生 年 月 日 そ

の 他 の 記 述 等 に よ ら な い で 検 索 し 得 る 者 に 限 る 。 次 項 第 ８ 号 に

お い て 同 じ 。） と し て 個 人 情 報 フ ァ イ ル に 記 録 さ れ る 個 人 の 範
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囲 （ 以 下 こ の 節 に お い て 「 記 録 範 囲 」 と い う 。）  

(5)  個 人 情 報 フ ァ イ ル に 記 録 さ れ る 個 人 情 報 （ 以 下 こ の 節 に お い

て 「 記 録 情 報 」 と い う 。） の 収 集 方 法 

(5) の ２  記 録 情 報 に 要 配 慮 個 人 情 報 が 含 ま れ る と き は 、 そ の 旨 

(6)  記 録 情 報 を 当 該 実 施 機 関 以 外 の 者 に 経 常 的 に 提 供 す る 場 合 に

は 、 そ の 提 供 先 

(7)  次 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 記 録 項 目 の 一 部 若 し く は 第 ５ 号

若 し く は 前 号 に 掲 げ る 事 項 を 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿 に 記 載 し な い

こ と と す る と き 、 又 は 個 人 情 報 フ ァ イ ル を 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿

に 掲 載 し な い こ と と す る と き は 、 そ の 旨 

(8)  第 34 条 第 １ 項 た だ し 書 又 は 第 43 条 第 １ 項 た だ し 書 に 該 当 す る

と き は 、 そ の 旨 

(9)  そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 

２  前 項 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に つ い て は 、 適 用

し な い 。 

(1)  地 方 税 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 226 号 ） に 基 づ く 犯 則 事 件 の 調 査

の た め に 作 成 し 、 又 は 取 得 す る 個 人 情 報 フ ァ イ ル 

(2)  実 施 機 関 の 職 員 又 は 実 施 機 関 の 職 員 で あ っ た 者 に 係 る 個 人 情

報 フ ァ イ ル で あ っ て 、 専 ら そ の 人 事 、 給 与 若 し く は 福 利 厚 生 に

関 す る 事 項 又 は こ れ ら に 準 ず る 事 項 を 記 録 す る も の （ 実 施 機 関

が 行 う 職 員 の 採 用 試 験 に 関 す る 個 人 情 報 フ ァ イ ル を 含 む 。）  

(3)  専 ら 試 験 的 な 電 子 計 算 機 処 理 の 用 に 供 す る た め の 個 人 情 報 フ

ァ イ ル 

(4)  前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に 記 録 さ れ て

い る 記 録 情 報 の 全 部 又 は 一 部 を 記 録 し た 個 人 情 報 フ ァ イ ル で あ
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っ て 、 そ の 利 用 目 的 、 記 録 項 目 及 び 記 録 範 囲 が 当 該 届 出 に 係 る

こ れ ら の 事 項 の 範 囲 内 の も の 

(5)  １ 年 以 内 に 消 去 す る こ と と な る 記 録 情 報 の み を 記 録 す る 個 人

情 報 フ ァ イ ル 

(6)  資 料 そ の 他 の 物 品 若 し く は 金 銭 の 送 付 又 は 業 務 上 必 要 な 連 絡

の た め に 利 用 す る 記 録 情 報 を 記 録 し た 個 人 情 報 フ ァ イ ル で あ っ

て 、 送 付 又 は 連 絡 の 相 手 方 の 氏 名 、 住 所 そ の 他 の 送 付 又 は 連 絡

に 必 要 な 事 項 の み を 記 録 す る も の 

(7)  実 施 機 関 の 職 員 が 学 術 研 究 の 用 に 供 す る た め そ の 発 意 に 基 づ

き 作 成 し 、 又 は 取 得 す る 個 人 情 報 フ ァ イ ル で あ っ て 、 記 録 情 報

を 専 ら 当 該 学 術 研 究 の 目 的 の た め に 利 用 す る も の 

(8)  本 人 の 数 が 規 則 で 定 め る 数 に 満 た な い 個 人 情 報 フ ァ イ ル 

(9)  第 ２ 条 第 ７ 項 第 ２ 号 に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル 

３  実 施 機 関 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル

の 保 有 を や め た と き 、 又 は そ の 個 人 情 報 フ ァ イ ル が 前 項 第 ８ 号 に

該 当 す る に 至 っ た と き は 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け

れ ば な ら な い 。 

４  市 長 は 、 第 １ 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当

該 届 出 に 係 る 事 項 を 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。 

（ 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿 の 作 成 及 び 公 表 ） 

第 19 条  実 施 機 関 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 保 有 し て い る 個

人 情 報 フ ァ イ ル に つ い て 、 そ れ ぞ れ 前 条 第 １ 項 第 １ 号 か ら 第 ６ 号

ま で 及 び 第 ８ 号 に 掲 げ る 事 項 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た

帳 簿 （ 第 ３ 項 に お い て 「 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿 」 と い う 。） を 作 成

し 、 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 
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２  前 項 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に つ い て は 、 適 用

し な い 。 

(1)  前 条 第 ２ 項 第 １ 号 か ら 第 ８ 号 ま で に 掲 げ る 個 人 情 報 フ ァ イ ル 

(2)  前 項 の 規 定 に よ る 公 表 に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に 記 録 さ れ て

い る 記 録 情 報 の 全 部 又 は 一 部 を 記 録 し た 個 人 情 報 フ ァ イ ル で あ

っ て 、 そ の 利 用 目 的 、 記 録 項 目 及 び 記 録 範 囲 が 当 該 公 表 に 係 る

こ れ ら の 事 項 の 範 囲 内 の も の 

(3)  前 号 に 掲 げ る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に 準 ず る も の と し て 規 則 で 定

め る 個 人 情 報 フ ァ イ ル 

３  第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 実 施 機 関 は 、 記 録 項 目 の 一 部 若 し

く は 前 条 第 １ 項 第 ５ 号 若 し く は 第 ６ 号 に 掲 げ る 事 項 を 個 人 情 報 フ

ァ イ ル 簿 に 記 載 し 、 又 は 個 人 情 報 フ ァ イ ル を 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿

に 掲 載 す る こ と に よ り 、 利 用 目 的 に 係 る 事 務 の 性 質 上 、 当 該 事 務

の 適 正 な 遂 行 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め る と き は

、 そ の 記 録 項 目 の 一 部 若 し く は 事 項 を 記 載 せ ず 、 又 は そ の 個 人 情

報 フ ァ イ ル を 個 人 情 報 フ ァ イ ル 簿 に 掲 載 し な い こ と が で き る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 か

な け れ ば な ら な い 。 

第 ３ 章  個 人 情 報 の 本 人 開 示 、 訂 正 及 び 利 用 停 止 の 請 求 等 

第 １ 節  本 人 開 示 請 求 

（ 本 人 開 示 請 求 権 ） 

第 20 条  何 人 も 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に 対 し

、 当 該 実 施 機 関 の 保 有 す る 自 己 を 本 人 と す る 保 有 個 人 情 報 の 開 示

を 請 求 す る こ と が で き る 。 

２  法 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 代 理 権 を 有 す る 者 そ の 他 規 則 で 定 め
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る 者 （ 以 下 「 代 理 人 」 と い う 。） は 、 本 人 に 代 わ っ て 前 項 の 規 定

に よ る 開 示 の 請 求 （ 以 下 「 本 人 開 示 請 求 」 と い う 。） を す る こ と

が で き る 。 

（ 本 人 開 示 請 求 の 手 続 ） 

第 21 条  本 人 開 示 請 求 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「

本 人 開 示 請 求 書 」 と い う 。） を 実 施 機 関 に 提 出 し て し な け れ ば な

ら な い 。 

(1)  本 人 開 示 請 求 を す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 

(2)  本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 が 記 録 さ れ て い る 行 政 文 書

の 名 称 そ の 他 の 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 を 特 定 す る に 足 り

る 事 項 

(3)  前 ２ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 事 項 

２  前 項 の 規 定 に よ り 本 人 開 示 請 求 書 を 提 出 す る 際 、 本 人 開 示 請 求

を し よ う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に 対

し 、 自 己 が 当 該 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 本 人 又 は 代 理

人 で あ る こ と を 証 明 す る た め に 必 要 な 書 類 を 提 示 し 、 又 は 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 書 に 形 式 上 の 不 備 が あ る と 認 め る と

き は 、 本 人 開 示 請 求 を し た 者 （ 以 下 「 本 人 開 示 請 求 者 」 と い う 。

） に 対 し 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 、 そ の 補 正 を 求 め る こ と が で き る

。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 者 に 対 し 、 補 正

の 参 考 と な る 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 開 示 し な い こ と が で き る 保 有 個 人 情 報 ） 

第 22 条  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 に 次 の 各 号

に 掲 げ る 情 報 （ 以 下 「 非 開 示 情 報 」 と い う 。） の い ず れ か が 含 ま
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れ て い る 場 合 は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 を 開 示 し な い こ と が で き る 。 

(1)  法 令 等 又 は 横 浜 市 会 会 議 規 則 （ 昭 和 43 年 ５ 月 横 浜 市 会 規 則 第

１ 号 ） 第 100 条 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 本 人 に 開 示 す る こ と が

で き な い 情 報 

(2)  本 人 開 示 請 求 者 （ 第 20 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 代 理 人 が 本 人 に

代 わ っ て 本 人 開 示 請 求 を す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 本 人 を い う

。 次 号 及 び 第 ４ 号 、 次 条 第 ２ 項 並 び に 第 30 条 第 １ 項 に お い て 同

じ 。） の 生 命 、 健 康 、 生 活 又 は 財 産 を 害 す る お そ れ が あ る 情 報 

(3)  本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 個 人 に 関 す る 情 報 （ 事 業 を 営 む 個 人 の

当 該 事 業 に 関 す る 情 報 を 除 く 。） で あ っ て 、 当 該 情 報 に 含 ま れ

る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の

特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る

こ と に よ り 、 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と

が で き る こ と と な る も の を 含 む 。） 若 し く は 個 人 識 別 符 号 が 含

ま れ る も の 又 は 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ

と は で き な い が 、 開 示 す る こ と に よ り 、 な お 本 人 開 示 請 求 者 以

外 の 個 人 の 権 利 利 益 を 害 す る お そ れ が あ る も の 。 た だ し 、 次 に

掲 げ る 情 報 を 除 く 。 

ア  法 令 等 の 規 定 に よ り 又 は 慣 行 と し て 本 人 開 示 請 求 者 が 知 る

こ と が で き 、 又 は 知 る こ と が 予 定 さ れ て い る 情 報 

イ  人 の 生 命 、 健 康 、 生 活 又 は 財 産 を 保 護 す る た め 、 開 示 す る

こ と が 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 情 報 

ウ  当 該 個 人 が 公 務 員 等 （ 国 家 公 務 員 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 120

号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 国 家 公 務 員 （ 独 立 行 政 法 人 通 則

法 （ 平 成 11 年 法 律 第 103 号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 行 政 執
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行 法 人 の 役 員 及 び 職 員 を 除 く 。）、 独 立 行 政 法 人 等 の 役 員 及

び 職 員 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 261 号 ） 第 ２ 条 に 規

定 す る 地 方 公 務 員 並 び に 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 及 び 職 員 を

い う 。） で あ る 場 合 に お い て 、 当 該 情 報 が そ の 職 務 の 遂 行 に

係 る 情 報 で あ る と き は 、 当 該 情 報 の う ち 当 該 公 務 員 等 の 職 及

び 当 該 職 務 遂 行 の 内 容 に 係 る 部 分 

(4)  法 人 等 に 関 す る 情 報 又 は 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 事 業 を 営 む 個

人 の 当 該 事 業 に 関 す る 情 報 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る も の 。 た だ し

、 人 の 生 命 、 健 康 、 生 活 又 は 財 産 を 保 護 す る た め 、 開 示 す る こ

と が 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 情 報 を 除 く 。 

ア  開 示 す る こ と に よ り 、 当 該 法 人 等 又 は 当 該 個 人 の 権 利 、 競

争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 す る お そ れ が あ る も の 

イ  実 施 機 関 の 要 請 を 受 け て 、 開 示 し な い と の 条 件 で 任 意 に 提

供 さ れ た も の で あ っ て 、 法 人 等 又 は 個 人 に お け る 通 例 と し て

開 示 し な い こ と と さ れ て い る も の そ の 他 の 当 該 条 件 を 付 す る

こ と が 当 該 情 報 の 性 質 、 当 時 の 状 況 等 に 照 ら し て 合 理 的 で あ

る と 認 め ら れ る も の 

(5)  開 示 す る こ と に よ り 、 人 の 生 命 、 身 体 、 財 産 等 の 保 護 そ の 他

の 公 共 の 安 全 の 確 保 及 び 秩 序 の 維 持 に 支 障 が 生 ず る お そ れ が あ

る 情 報 

(6)  市 の 機 関 並 び に 国 、 独 立 行 政 法 人 等 、 他 の 地 方 公 共 団 体 及 び

地 方 独 立 行 政 法 人 の 内 部 又 は 相 互 間 に お け る 審 議 、 検 討 又 は 協

議 に 関 す る 情 報 で あ っ て 、 開 示 す る こ と に よ り 、 率 直 な 意 見 の

交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ 、 不

当 に 市 民 の 間 に 混 乱 を 生 じ さ せ る お そ れ 又 は 特 定 の 者 に 不 当 に
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利 益 を 与 え 、 若 し く は 不 利 益 を 及 ぼ す お そ れ が あ る も の 

(7)  市 の 機 関 又 は 国 、 独 立 行 政 法 人 等 、 他 の 地 方 公 共 団 体 若 し く

は 地 方 独 立 行 政 法 人 が 行 う 事 務 又 は 事 業 に 関 す る 情 報 で あ っ て

、 開 示 す る こ と に よ り 、 次 に 掲 げ る お そ れ そ の 他 当 該 事 務 又 は

事 業 の 性 質 上 、 当 該 事 務 又 は 事 業 の 適 正 な 遂 行 に 支 障 を 及 ぼ す

お そ れ が あ る も の 

ア  監 査 、 検 査 、 取 締 り 、 試 験 又 は 租 税 の 賦 課 若 し く は 徴 収 に

係 る 事 務 に 関 し 、 正 確 な 事 実 の 把 握 を 困 難 に す る お そ れ 又 は

違 法 若 し く は 不 当 な 行 為 を 容 易 に し 、 若 し く は そ の 発 見 を 困

難 に す る お そ れ 

イ  契 約 、 交 渉 又 は 争 訟 に 係 る 事 務 に 関 し 、 市 、 国 、 独 立 行 政

法 人 等 、 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 地 方 独 立 行 政 法 人 の 財 産 上 の

利 益 又 は 当 事 者 と し て の 地 位 を 不 当 に 害 す る お そ れ 

ウ  調 査 研 究 に 係 る 事 務 に 関 し 、 そ の 公 正 か つ 能 率 的 な 遂 行 を

不 当 に 阻 害 す る お そ れ 

エ  人 事 管 理 に 係 る 事 務 に 関 し 、 公 正 か つ 円 滑 な 人 事 の 確 保 に

支 障 を 及 ぼ す お そ れ 

オ  市 、 国 若 し く は 他 の 地 方 公 共 団 体 が 経 営 す る 企 業 、 独 立 行

政 法 人 等 又 は 地 方 独 立 行 政 法 人 に 係 る 事 業 に 関 し 、 そ の 企 業

経 営 上 の 正 当 な 利 益 を 害 す る お そ れ 

（ 保 有 個 人 情 報 の 一 部 開 示 ） 

第 23 条  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 一 部 に 非

開 示 情 報 が 含 ま れ て い る 場 合 に お い て 、 当 該 非 開 示 情 報 に 該 当 す

る 部 分 を 容 易 に 区 分 し て 除 く こ と が で き る と き は 、 本 人 開 示 請 求

者 に 対 し 、 当 該 部 分 を 除 い た 部 分 に つ き 開 示 す る も の と す る 。 た
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だ し 、 当 該 部 分 を 除 い た 部 分 に 有 意 の 個 人 情 報 が 記 録 さ れ て い な

い と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

２  本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 に 前 条 第 ３ 号 の 情 報 （ 本 人 開

示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る も の に 限 る 。

） が 含 ま れ て い る 場 合 に お い て 、 当 該 情 報 の う ち 、 氏 名 、 生 年 月

日 そ の 他 の 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る

こ と と な る 記 述 等 及 び 個 人 識 別 符 号 の 部 分 を 除 く こ と に よ り 、 開

示 し て も 、 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 個 人 の 権 利 利 益 が 害 さ れ る お そ

れ が な い と 認 め ら れ る と き は 、 当 該 部 分 を 除 い た 部 分 は 、 同 号 の

情 報 に 含 ま れ な い も の と み な し て 、 前 項 の 規 定 を 適 用 す る 。 

（ 保 有 個 人 情 報 の 存 否 に 関 す る 情 報 ） 

第 24 条  本 人 開 示 請 求 に 対 し 、 当 該 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情

報 が 存 在 し て い る か 否 か を 答 え る だ け で 、 非 開 示 情 報 を 開 示 す る

こ と と な る と き は 、 実 施 機 関 は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の 存 否 を 明 ら

か に し な い で 、 当 該 本 人 開 示 請 求 を 拒 否 す る こ と が で き る 。 

（ 本 人 開 示 請 求 に 対 す る 決 定 等 ） 

第 25 条  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 又 は

一 部 を 開 示 す る と き は 、 そ の 旨 の 決 定 を し 、 本 人 開 示 請 求 者 に 対

し 、 そ の 旨 、 開 示 す る 保 有 個 人 情 報 の 利 用 目 的 並 び に 開 示 を す る

日 時 及 び 場 所 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第

８ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 又 は 第 ３ 号 に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 利 用 目

的 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 を 開 示 し

な い と き （ 前 条 の 規 定 に よ り 本 人 開 示 請 求 を 拒 否 す る と き 、 及 び

本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 を 保 有 し て い な い と き を 含 む 。
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） は 、 開 示 し な い 旨 の 決 定 を し 、 本 人 開 示 請 求 者 に 対 し 、 そ の 旨

を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 開 示 決 定 等 の 期 限 ） 

第 26 条  前 条 各 項 の 決 定 （ 以 下 「 開 示 決 定 等 」 と い う 。） は 、 本 人

開 示 請 求 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 14 日 以 内 に し な け れ ば な

ら な い 。 た だ し 、 第 21 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 補 正 を 求 め た 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 補 正 に 要 し た 日 数 は 、 当 該 期 間 に 算 入 し な い 。 

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 実 施 機 関 は 、 事 務 処 理 上 の 困 難 そ の

他 正 当 な 理 由 が あ る と き は 、 同 項 に 規 定 す る 期 間 を 本 人 開 示 請 求

が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 60 日 以 内 に 限 り 延 長 す る こ と が で

き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 者 に 対 し 、

遅 滞 な く 、 延 長 後 の 期 間 及 び 延 長 の 理 由 を 書 面 に よ り 通 知 し な け

れ ば な ら な い 。 

（ 開 示 決 定 等 の 期 限 の 特 例 ） 

第 27 条  本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 が 著 し く 大 量 で あ る た め

、 本 人 開 示 請 求 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 60 日 以 内 に そ の す

べ て に つ い て 開 示 決 定 等 を す る こ と に よ り 事 務 の 遂 行 に 著 し い 支

障 が 生 ず る お そ れ が あ る 場 合 に は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 実

施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の う ち の 相 当 の 部 分

に つ き 当 該 期 間 内 に 開 示 決 定 等 を し 、 残 り の 保 有 個 人 情 報 に つ い

て は 相 当 の 期 間 内 に 開 示 決 定 等 を す れ ば 足 り る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 実 施 機 関 は 、 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 期 間 内 に 、 本 人 開 示 請 求

者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い

。 

(1)  こ の 条 の 規 定 を 適 用 す る 旨 及 び そ の 理 由 
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(2)  残 り の 保 有 個 人 情 報 に つ い て 開 示 決 定 等 を す る 期 限 

（ 開 示 を し な い 決 定 に 係 る 理 由 付 記 等 ） 

第 28 条  実 施 機 関 は 、 第 25 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 本 人 開 示 請 求 に 係

る 保 有 個 人 情 報 の 一 部 を 開 示 し な い と き 、 又 は 同 条 第 ２ 項 の 規 定

に よ り 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 を 開 示 し な い と き

は 、 本 人 開 示 請 求 者 に 対 し 、 同 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 書

面 に そ の 理 由 を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該

理 由 は 、 開 示 し な い こ と と す る 根 拠 規 定 及 び 当 該 規 定 を 適 用 す る

根 拠 が 、 当 該 書 面 の 記 載 自 体 か ら 理 解 さ れ 得 る も の で な け れ ば な

ら な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 前 項 の 場 合 に お い て 、 同 項 の 保 有 個 人 情 報 に 係 る

決 定 の 日 か ら １ 年 以 内 に 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 開 示 で き る こ と が

明 ら か で あ る と き は 、 そ の 旨 を 本 人 開 示 請 求 者 に 通 知 す る も の と

す る 。 

（ 事 案 の 移 送 ） 

第 29 条  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 が 他 の 実 施

機 関 か ら 提 供 さ れ た も の で あ る と き 、 そ の 他 他 の 実 施 機 関 に お い

て 開 示 決 定 等 を す る こ と に つ き 正 当 な 理 由 が あ る と き は 、 当 該 他

の 実 施 機 関 と 協 議 の 上 、 当 該 他 の 実 施 機 関 に 対 し 、 事 案 を 移 送 す

る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 移 送 を し た 実 施 機 関 は 、

本 人 開 示 請 求 者 に 対 し 、 事 案 を 移 送 し た 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し な

け れ ば な ら な い 。 

２  前 項 の 規 定 に よ り 事 案 が 移 送 さ れ た と き は 、 移 送 を 受 け た 実 施

機 関 に お い て 、 当 該 本 人 開 示 請 求 に つ い て の 開 示 決 定 等 を し な け

れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 移 送 を し た 実 施 機 関 が 移 送 前
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に し た 行 為 は 、 移 送 を 受 け た 実 施 機 関 が し た も の と み な す 。 

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 移 送 を 受 け た 実 施 機 関 が 第 25 条 第 １ 項 の

決 定 （ 以 下 「 開 示 決 定 」 と い う 。） を し た と き は 、 当 該 実 施 機 関

は 、 開 示 の 実 施 を し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 移 送

を し た 実 施 機 関 は 、 当 該 開 示 の 実 施 に 必 要 な 協 力 を し な け れ ば な

ら な い 。 

（ 第 三 者 に 対 す る 意 見 書 提 出 の 機 会 の 付 与 等 ） 

第 30 条  本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 に 市 、 国 、 独 立 行 政 法 人

等 、 他 の 地 方 公 共 団 体 、 地 方 独 立 行 政 法 人 及 び 本 人 開 示 請 求 者 以

外 の 者 （ 以 下 こ の 条 、 第 54 条 及 び 第 55 条 に お い て 「 第 三 者 」 と い

う 。） に 関 す る 情 報 が 含 ま れ て い る と き は 、 実 施 機 関 は 、 開 示 決

定 等 を す る に 当 た っ て 、 当 該 情 報 に 係 る 第 三 者 に 対 し 、 規 則 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 当 該 第 三 者 に 関 す る 情 報 の 内 容 そ の 他 規 則 で

定 め る 事 項 を 通 知 し て 、 意 見 書 を 提 出 す る 機 会 を 与 え る こ と が で

き る 。 

２  実 施 機 関 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 開 示 決 定

に 先 立 ち 、 当 該 第 三 者 に 対 し 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 本 人

開 示 請 求 に 係 る 当 該 第 三 者 に 関 す る 情 報 の 内 容 そ の 他 規 則 で 定 め

る 事 項 を 書 面 に よ り 通 知 し て 、 意 見 書 を 提 出 す る 機 会 を 与 え な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 第 三 者 の 所 在 が 判 明 し な い 場 合 は 、

こ の 限 り で な い 。 

(1)  第 三 者 に 関 す る 情 報 が 含 ま れ て い る 保 有 個 人 情 報 を 開 示 し よ

う と す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 第 三 者 に 関 す る 情 報 が 第 22 条 第 ３

号 イ 又 は 同 条 第 ４ 号 た だ し 書 に 規 定 す る 情 報 に 該 当 す る と 認 め

ら れ る と き 。 

185



市第 61 号 

(2)  実 施 機 関 が 個 人 の 権 利 利 益 を 保 護 す る た め 特 に 必 要 が あ る と

認 め て 本 人 開 示 請 求 者 に 対 し て 非 開 示 情 報 が 含 ま れ て い る 保 有

個 人 情 報 を 開 示 し よ う と す る 場 合 で 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に 第 三

者 に 関 す る 情 報 が 含 ま れ て い る と き 。 

３  実 施 機 関 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 意 見 書 の 提 出 の 機 会 を 与 え ら

れ た 第 三 者 が 当 該 第 三 者 に 関 す る 情 報 の 開 示 に 反 対 の 意 思 を 表 示

し た 意 見 書 を 提 出 し た 場 合 に お い て 、 開 示 決 定 を す る と き は 、 開

示 決 定 の 日 と 開 示 を 実 施 す る 日 と の 間 に 少 な く と も ２ 週 間 を 置 か

な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 開 示 決 定 後

直 ち に 、 当 該 意 見 書 （ 第 53 条 第 １ 項 及 び 第 54 条 に お い て 「 反 対 意

見 書 」 と い う 。） を 提 出 し た 第 三 者 に 対 し 、 開 示 決 定 を し た 旨 及

び そ の 理 由 並 び に 開 示 を 実 施 す る 日 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば

な ら な い 。 

（ 開 示 の 実 施 ） 

第 31 条  保 有 個 人 情 報 の 開 示 は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 が 記 録 さ れ て い

る 次 の 各 号 に 掲 げ る 行 政 文 書 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 方

法 に よ り 行 う 。 

(1)  文 書 、 図 画 又 は 写 真 に あ っ て は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に 係 る 部

分 の 閲 覧 又 は 写 し の 交 付 

(2)  フ ィ ル ム に あ っ て は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に 係 る 部 分 の 視 聴 、

閲 覧 又 は 写 し の 交 付 （ マ イ ク ロ フ ィ ル ム に 限 る 。）  

(3)  電 磁 的 記 録 に あ っ て は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に 係 る 部 分 の 視 聴

、 閲 覧 、 写 し の 交 付 そ の 他 の 電 磁 的 記 録 の 種 類 、 情 報 化 の 進 展

状 況 等 を 勘 案 し て 規 則 で 定 め る 方 法 

２  前 項 各 号 の 視 聴 又 は 閲 覧 の 方 法 に よ る 保 有 個 人 情 報 の 開 示 に あ
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っ て は 、 実 施 機 関 は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 行 政 文 書 の

保 存 に 支 障 を 生 ず る お そ れ が あ る と 認 め る と き そ の 他 合 理 的 な 理

由 が あ る と き は 、 そ の 写 し に よ り こ れ を 行 う こ と が で き る 。 

３  第 １ 項 の 規 定 に よ り 保 有 個 人 情 報 の 開 示 を 受 け る 際 、 当 該 開 示

を 受 け よ う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に

対 し 、 自 己 が 当 該 開 示 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 本 人 又 は 代 理 人 で あ

る こ と を 証 明 す る た め に 必 要 な 書 類 を 提 示 し 、 又 は 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 

（ 開 示 手 続 の 特 例 ） 

第 32 条  実 施 機 関 が あ ら か じ め 定 め る 保 有 個 人 情 報 に つ い て は 、 第

21 条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 実 施 機 関 が 定 め る 簡 易 な 方

法 に よ り 本 人 開 示 請 求 を す る こ と が で き る 。 

２  実 施 機 関 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 本 人 開 示 請 求 が あ っ た と き は 、

第 25 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 実 施 機 関 が 定 め る

方 法 に よ り 、 速 や か に 、 当 該 保 有 個 人 情 報 を 開 示 す る も の と す る

。 

（ 他 の 法 令 等 に よ る 開 示 の 実 施 と の 調 整 ） 

第 33 条  実 施 機 関 は 、 他 の 法 令 等 の 規 定 に よ り 、 本 人 開 示 請 求 者 に

対 し 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 が 第 31 条 第 １ 項 各 号 に 規 定

す る 方 法 と 同 一 の 方 法 で 開 示 す る こ と と さ れ て い る 場 合 （ 開 示 の

期 間 が 定 め ら れ て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 期 間 内 に 限 る 。） に

は 、 同 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 保 有 個 人 情 報 に つ い て は 、 当

該 同 一 の 方 法 に よ る 開 示 を 行 わ な い 。 た だ し 、 当 該 他 の 法 令 等 の

規 定 に 一 定 の 場 合 に は 開 示 を し な い 旨 の 定 め が あ る と き は 、 こ の

限 り で な い 。 
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２  他 の 法 令 等 の 規 定 に 定 め る 開 示 の 方 法 が 縦 覧 で あ る と き は 、 当

該 縦 覧 を 第 31 条 第 １ 項 各 号 の 閲 覧 と み な し て 、 前 項 の 規 定 を 適 用

す る 。 

第 ２ 節  訂 正 請 求 

（ 訂 正 請 求 権 ） 

第 34 条  何 人 も 、 自 己 を 本 人 と す る 保 有 個 人 情 報 （ 次 に 掲 げ る も の

に 限 る 。 第 43 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。） の 内 容 が 事 実 で な い と 思

料 す る と き は 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 保 有 個 人 情

報 を 保 有 す る 実 施 機 関 に 対 し 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の 訂 正 （ 追 加 又

は 削 除 を 含 む 。 以 下 同 じ 。） を 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し 、

当 該 保 有 個 人 情 報 の 訂 正 に 関 し て 他 の 法 令 等 の 規 定 に よ り 特 別 の

手 続 が 定 め ら れ て い る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  開 示 決 定 に 基 づ き 開 示 を 受 け た 保 有 個 人 情 報 

(2)  開 示 決 定 に 係 る 保 有 個 人 情 報 で あ っ て 、 前 条 第 １ 項 の 他 の 法

令 等 の 規 定 に よ り 開 示 を 受 け た も の 

２  代 理 人 は 、 本 人 に 代 わ っ て 前 項 の 規 定 に よ る 訂 正 の 請 求 （ 以 下

「 訂 正 請 求 」 と い う 。） を す る こ と が で き る 。 

３  訂 正 請 求 は 、 保 有 個 人 情 報 の 開 示 を 受 け た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し

て 90 日 以 内 に し な け れ ば な ら な い 。 

（ 訂 正 請 求 の 手 続 ） 

第 35 条  訂 正 請 求 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「 訂 正

請 求 書 」 と い う 。） 及 び 訂 正 請 求 の 内 容 が 事 実 に 合 致 す る こ と を

証 明 す る 資 料 を 実 施 機 関 に 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。 

(1)  訂 正 請 求 を す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 

(2)  訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 開 示 を 受 け た 日 そ の 他 当 該 保
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有 個 人 情 報 を 特 定 す る に 足 り る 事 項 

(3)  訂 正 請 求 の 趣 旨 及 び 理 由 

(4)  前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 事 項 

２  前 項 の 規 定 に よ り 訂 正 請 求 書 を 提 出 す る 際 、 訂 正 請 求 を し よ う

と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に 対 し 、 自 己

が 当 該 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 本 人 又 は 代 理 人 で あ る こ と

を 証 明 す る た め に 必 要 な 書 類 を 提 示 し 、 又 は 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 書 に 形 式 上 の 不 備 が あ る と 認 め る と き は

、 訂 正 請 求 を し た 者 （ 以 下 「 訂 正 請 求 者 」 と い う 。） に 対 し 、 相

当 の 期 間 を 定 め て 、 そ の 補 正 を 求 め る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に

お い て 、 実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 補 正 の 参 考 と な る 情 報

を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 保 有 個 人 情 報 の 訂 正 義 務 ） 

第 36 条  実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 が あ っ た 場 合 に お い て 、 当 該 訂 正 請

求 に 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情

報 の 利 用 目 的 の 達 成 に 必 要 な 範 囲 内 で 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の 訂 正

を し な け れ ば な ら な い 。 

（ 訂 正 請 求 に 対 す る 決 定 等 ） 

第 37 条  実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 又 は 一 部

に つ い て 訂 正 を す る と き は 、 そ の 旨 の 決 定 を し 、 当 該 保 有 個 人 情

報 の 訂 正 を 行 っ た 上 で 、 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り

通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 に つ い て 訂 正

を し な い と き は 、 そ の 旨 の 決 定 を し 、 当 該 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 そ
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の 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 訂 正 決 定 等 の 期 限 ） 

第 38 条  前 条 各 項 の 決 定 （ 以 下 「 訂 正 決 定 等 」 と い う 。） は 、 訂 正

請 求 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 30 日 以 内 に し な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 第 35 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 補 正 を 求 め た 場 合 に あ っ

て は 、 当 該 補 正 に 要 し た 日 数 は 、 当 該 期 間 に 算 入 し な い 。 

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 実 施 機 関 は 、 事 務 処 理 上 の 困 難 そ の

他 正 当 な 理 由 が あ る と き は 、 同 項 に 規 定 す る 期 間 を 訂 正 請 求 が あ

っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 60 日 以 内 に 限 り 延 長 す る こ と が で き る

。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 遅 滞 な く

、 延 長 後 の 期 間 及 び 延 長 の 理 由 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら

な い 。 

（ 訂 正 決 定 等 の 期 限 の 特 例 ） 

第 39 条  実 施 機 関 は 、 訂 正 決 定 等 に 特 に 長 期 間 を 要 す る と 認 め る と

き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 相 当 の 期 間 内 に 訂 正 決 定 等 を す

れ ば 足 り る 。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 同 条 第 １ 項 に 規 定

す る 期 間 内 に 、 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 書 面 に よ り

通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

(1)  こ の 条 の 規 定 を 適 用 す る 旨 及 び そ の 理 由 

(2)  訂 正 決 定 等 を す る 期 限 

（ 事 案 の 移 送 ） 

第 40 条  実 施 機 関 は 、 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 が 第 29 条 第 ３ 項

の 規 定 に 基 づ く 開 示 に 係 る も の で あ る と き 、 そ の 他 他 の 実 施 機 関

に お い て 訂 正 決 定 等 を す る こ と に つ き 正 当 な 理 由 が あ る と き は 、

当 該 他 の 実 施 機 関 と 協 議 の 上 、 当 該 他 の 実 施 機 関 に 対 し 、 事 案 を
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移 送 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 移 送 を し た 実 施 機

関 は 、 訂 正 請 求 者 に 対 し 、 事 案 を 移 送 し た 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し

な け れ ば な ら な い 。 

２  前 項 の 規 定 に よ り 事 案 が 移 送 さ れ た と き は 、 移 送 を 受 け た 実 施

機 関 に お い て 、 当 該 訂 正 請 求 に つ い て の 訂 正 決 定 等 を し な け れ ば

な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 移 送 を し た 実 施 機 関 が 移 送 前 に し

た 行 為 は 、 移 送 を 受 け た 実 施 機 関 が し た も の と み な す 。 

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 移 送 を 受 け た 実 施 機 関 が 第 37 条 第 １ 項 の

決 定 （ 以 下 「 訂 正 決 定 」 と い う 。） を し た と き は 、 移 送 を し た 実

施 機 関 は 、 当 該 訂 正 決 定 に 基 づ き 訂 正 の 実 施 を し な け れ ば な ら な

い 。 

（ 訂 正 を し な い 決 定 に 係 る 理 由 付 記 ） 

第 41 条  実 施 機 関 は 、 第 37 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 訂 正 請 求 に 係 る 保

有 個 人 情 報 の 一 部 を 訂 正 し な い と き 、 又 は 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り 訂 正 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 を 訂 正 し な い と き は 、 訂 正

請 求 者 に 対 し 、 同 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 書 面 に そ の 理 由

を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 

（ 保 有 個 人 情 報 の 提 供 先 へ の 通 知 ） 

第 42 条  実 施 機 関 は 、 訂 正 決 定 に 基 づ く 保 有 個 人 情 報 の 全 部 又 は 一

部 の 訂 正 を 実 施 し た 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

当 該 保 有 個 人 情 報 の 提 供 先 に 対 し 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 書 面 に よ

り 通 知 す る も の と す る 。 

第 ３ 節  利 用 停 止 請 求 

（ 利 用 停 止 請 求 権 ） 

第 43 条  何 人 も 、 自 己 を 本 人 と す る 保 有 個 人 情 報 が 次 の 各 号 の い ず
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れ か に 該 当 す る と 思 料 す る と き は 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ

り 、 当 該 保 有 個 人 情 報 を 保 有 す る 実 施 機 関 に 対 し 、 当 該 各 号 に 定

め る 措 置 を 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の

利 用 の 停 止 、 消 去 又 は 提 供 の 停 止 （ 以 下 「 利 用 停 止 」 と い う 。）

に 関 し て 他 の 法 令 等 の 規 定 に よ り 特 別 の 手 続 が 定 め ら れ て い る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  当 該 保 有 個 人 情 報 を 保 有 す る 実 施 機 関 に よ り 適 法 に 取 得 さ れ

た も の で な い と き 、 第 ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 違 反 し て 保 有 さ れ て

い る と き 、 又 は 第 10 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に 違 反 し て 利 用

さ れ て い る と き  当 該 保 有 個 人 情 報 の 利 用 の 停 止 又 は 消 去 

(2)  第 10 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に 違 反 し て 提 供 さ れ て い る と

き  当 該 保 有 個 人 情 報 の 提 供 の 停 止 

２  代 理 人 は 、 本 人 に 代 わ っ て 前 項 の 規 定 に よ る 利 用 停 止 の 請 求 （

以 下 「 利 用 停 止 請 求 」 と い う 。） を す る こ と が で き る 。 

３  利 用 停 止 請 求 は 、 保 有 個 人 情 報 の 開 示 を 受 け た 日 の 翌 日 か ら 起

算 し て 90 日 以 内 に し な け れ ば な ら な い 。 

（ 利 用 停 止 請 求 の 手 続 ） 

第 44 条  利 用 停 止 請 求 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「

利 用 停 止 請 求 書 」 と い う 。） を 実 施 機 関 に 提 出 し て し な け れ ば な

ら な い 。 

(1)  利 用 停 止 請 求 を す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 

(2)  利 用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 開 示 を 受 け た 日 そ の 他 当

該 保 有 個 人 情 報 を 特 定 す る に 足 り る 事 項 

(3)  利 用 停 止 請 求 の 趣 旨 及 び 理 由 

２  前 項 の 規 定 に よ り 利 用 停 止 請 求 書 を 提 出 す る 際 、 利 用 停 止 請 求
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を し よ う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に 対

し 、 自 己 が 当 該 利 用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 本 人 又 は 代 理

人 で あ る こ と を 証 明 す る た め に 必 要 な 書 類 を 提 示 し 、 又 は 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 書 に 形 式 上 の 不 備 が あ る と 認 め る と

き は 、 利 用 停 止 請 求 を し た 者 （ 以 下 「 利 用 停 止 請 求 者 」 と い う 。

） に 対 し 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 、 そ の 補 正 を 求 め る こ と が で き る

。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 者 に 対 し 、 補 正

の 参 考 と な る 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 保 有 個 人 情 報 の 利 用 停 止 義 務 ） 

第 45 条  実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 が あ っ た 場 合 に お い て 、 当 該 利

用 停 止 請 求 に 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 実 施 機 関 に お け る

個 人 情 報 の 適 正 な 取 扱 い を 確 保 す る た め に 必 要 な 限 度 で 、 当 該 利

用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 利 用 停 止 を し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の 利 用 停 止 を す る こ と に よ り 、 当 該

保 有 個 人 情 報 の 利 用 目 的 に 係 る 事 務 の 性 質 上 、 当 該 事 務 の 適 正 な

遂 行 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ

の 限 り で な い 。 

（ 利 用 停 止 請 求 に 対 す る 決 定 等 ） 

第 46 条  実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 又 は

一 部 に つ い て 利 用 停 止 を す る と き は 、 そ の 旨 の 決 定 を し 、 当 該 保

有 個 人 情 報 の 利 用 停 止 を 行 っ た 上 で 、 利 用 停 止 請 求 者 に 対 し 、 そ

の 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

２  実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 に つ い て

利 用 停 止 を し な い と き は 、 そ の 旨 の 決 定 を し 、 利 用 停 止 請 求 者 に
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対 し 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 利 用 停 止 決 定 等 の 期 限 ） 

第 47 条  前 条 各 項 の 決 定 （ 以 下 「 利 用 停 止 決 定 等 」 と い う 。） は 、

利 用 停 止 請 求 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 30 日 以 内 に し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 第 44 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 補 正 を 求 め た 場

合 に あ っ て は 、 当 該 補 正 に 要 し た 日 数 は 、 当 該 期 間 に 算 入 し な い

。 

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 実 施 機 関 は 、 事 務 処 理 上 の 困 難 そ の

他 正 当 な 理 由 が あ る と き は 、 同 項 に 規 定 す る 期 間 を 利 用 停 止 請 求

が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 60 日 以 内 に 限 り 延 長 す る こ と が で

き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 請 求 者 に 対 し 、

遅 滞 な く 、 延 長 後 の 期 間 及 び 延 長 の 理 由 を 書 面 に よ り 通 知 し な け

れ ば な ら な い 。 

（ 利 用 停 止 決 定 等 の 期 限 の 特 例 ） 

第 48 条  実 施 機 関 は 、 利 用 停 止 決 定 等 に 特 に 長 期 間 を 要 す る と 認 め

る と き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 相 当 の 期 間 内 に 利 用 停 止 決

定 等 を す れ ば 足 り る 。 こ の 場 合 に お い て 、 実 施 機 関 は 、 同 条 第 １

項 に 規 定 す る 期 間 内 に 、 利 用 停 止 請 求 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 事 項

を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

(1)  こ の 条 の 規 定 を 適 用 す る 旨 及 び そ の 理 由 

(2)  利 用 停 止 決 定 等 を す る 期 限 

（ 利 用 停 止 を し な い 決 定 に 係 る 理 由 付 記 ） 

第 49 条  実 施 機 関 は 、 第 46 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 利 用 停 止 請 求 に 係

る 保 有 個 人 情 報 の 一 部 に つ い て 利 用 停 止 を し な い と き 、 又 は 同 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 利 用 停 止 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 全 部 に つ
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い て 利 用 停 止 を し な い と き は 、 利 用 停 止 請 求 者 に 対 し 、 同 条 第 １

項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 書 面 に そ の 理 由 を 示 さ な け れ ば な ら な い

。 

第 ４ 節  是 正 の 申 出 

（ 是 正 の 申 出 ） 

第 50 条  何 人 も 、 実 施 機 関 が 自 己 を 本 人 と す る 保 有 個 人 情 報 を 第 ６

条 か ら 第 10 条 ま で の い ず れ か の 規 定 に 違 反 し て 取 り 扱 っ て い る と

認 め る と き は 、 当 該 実 施 機 関 に 対 し 、 当 該 保 有 個 人 情 報 の 取 扱 い

の 是 正 の 申 出 を す る こ と が で き る 。 た だ し 、 第 43 条 第 １ 項 の 規 定

に よ り 利 用 停 止 請 求 を す る こ と が で き る 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限

り で な い 。 

２  代 理 人 は 、 本 人 に 代 わ っ て 前 項 の 規 定 に よ る 是 正 の 申 出 （ 以 下

「 是 正 の 申 出 」 と い う 。） を す る こ と が で き る 。 

（ 是 正 の 申 出 の 手 続 ） 

第 51 条  是 正 の 申 出 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 出 書 （ 以 下 「

是 正 申 出 書 」 と い う 。） を 実 施 機 関 に 提 出 し て し な け れ ば な ら な

い 。 

(1)  是 正 の 申 出 を す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 

(2)  是 正 の 申 出 に 係 る 保 有 個 人 情 報 を 特 定 す る に 足 り る 事 項 

(3)  是 正 の 申 出 の 趣 旨 及 び 理 由 

(4)  前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 事 項 

２  前 項 の 規 定 に よ り 是 正 申 出 書 を 提 出 す る 際 、 是 正 の 申 出 を し よ

う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 実 施 機 関 に 対 し 、 自

己 が 当 該 是 正 の 申 出 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 本 人 又 は 代 理 人 で あ る

こ と を 証 明 す る た め に 必 要 な 書 類 を 提 示 し 、 又 は 提 出 し な け れ ば
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な ら な い 。 

（ 是 正 の 申 出 に 係 る 処 理 ） 

第 52 条  実 施 機 関 は 、 是 正 の 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 是 正 の 申 出

に 係 る 処 理 に つ い て 、 あ ら か じ め 、 審 議 会 の 意 見 を 聴 い た 上 、 必

要 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

２  審 議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 実 施 機 関 に 対 し 意 見 を 述 べ た 場 合

は 、 是 正 の 申 出 を し た 者 に 対 し 、 書 面 に よ り そ の 意 見 の 内 容 を 通

知 し な け れ ば な ら な い 。 

３  実 施 機 関 は 、 是 正 の 申 出 を し た 者 に 対 し 、 書 面 に よ り 是 正 の 申

出 に 係 る 処 理 の 内 容 を 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

第 ５ 節  審 査 請 求 

（ 審 査 請 求 を す べ き 実 施 機 関 ） 

第 52 条 の ２  開 示 決 定 等 、 訂 正 決 定 等 、 利 用 停 止 決 定 等 又 は 本 人 開

示 請 求 、 訂 正 請 求 若 し く は 利 用 停 止 請 求 に 係 る 不 作 為 に 係 る 審 査

請 求 は 、 当 該 開 示 決 定 等 、 訂 正 決 定 等 、 利 用 停 止 決 定 等 又 は 本 人

開 示 請 求 、 訂 正 請 求 若 し く は 利 用 停 止 請 求 に 係 る 不 作 為 に 係 る 実

施 機 関 に 対 し て す る も の と す る 。 

 （ 審 査 請 求 の 特 例 ） 

第 52 条 の ３  前 条 の 審 査 請 求 に つ い て は 、 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 26

年 法 律 第 68 号 ） 第 ９ 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 、 同 項 本 文 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 

第 52 条 の ４  第 52 条 の ２ の 審 査 請 求 に お い て 行 政 不 服 審 査 法 第 ９ 条

第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 法 第 38 条 第 １ 項 の 規 定

に よ る 交 付 を 受 け る も の は 、 横 浜 市 行 政 不 服 審 査 条 例 （ 平 成 27 年

12 月 横 浜 市 条 例 第 71 号 ） 第 ２ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 規 則 で 定 め
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る と こ ろ に よ り 、 当 該 交 付 に 要 す る 費 用 を 負 担 し な け れ ば な ら な

い 。 

（ 横 浜 市 情 報 公 開 ・ 個 人 情 報 保 護 審 査 会 へ の 諮 問 等 ） 

第 53 条  第 52 条 の ２ の 審 査 請 求 が あ っ た と き は 、 審 査 庁 （ 当 該 審 査

請 求 が さ れ た 実 施 機 関 を い う 。 第 ３ 項 に お い て 同 じ 。） は 、 次 の

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 を 除 き 、 遅 滞 な く 、 情 報 公 開 条 例 第 22 条

第 １ 項 に 規 定 す る 横 浜 市 情 報 公 開 ・ 個 人 情 報 保 護 審 査 会 （ 以 下 「

審 査 会 」 と い う 。） に 諮 問 し な け れ ば な ら な い 。 

(1)  審 査 請 求 が 不 適 法 で あ り 、 却 下 す る と き 。 

(2)  裁 決 で 、 審 査 請 求 の 全 部 を 認 容 し 、 当 該 審 査 請 求 に 係 る 保 有

個 人 情 報 の 全 部 を 開 示 す る こ と と す る と き 。 た だ し 、 当 該 保 有

個 人 情 報 の 開 示 に つ い て 反 対 意 見 書 が 提 出 さ れ て い る と き を 除

く 。 

(3)  裁 決 で 、 審 査 請 求 の 全 部 を 認 容 し 、 当 該 審 査 請 求 に 係 る 保 有

個 人 情 報 の 訂 正 を す る こ と と す る と き 。 

(4)  裁 決 で 、 審 査 請 求 の 全 部 を 認 容 し 、 当 該 審 査 請 求 に 係 る 保 有

個 人 情 報 の 利 用 停 止 を す る こ と と す る と き 。 

２  前 項 の 規 定 に よ る 諮 問 は 、 行 政 不 服 審 査 法 第 ９ 条 第 ３ 項 の 規 定

に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 法 第 29 条 第 ２ 項 の 弁 明 書 の 写 し を 添

え て し な け れ ば な ら な い 。 

３  第 １ 項 の 規 定 に よ り 諮 問 を し た 審 査 庁 （ 以 下 「 諮 問 庁 」 と い う

。） は 、 当 該 諮 問 に 対 す る 答 申 が あ っ た と き は 、 こ れ を 尊 重 し て

、 同 項 の 審 査 請 求 に 対 す る 裁 決 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

（ 諮 問 を し た 旨 の 通 知 ） 

第 54 条  諮 問 庁 は 、 次 に 掲 げ る 者 に 対 し 、 諮 問 を し た 旨 を 通 知 し な
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け れ ば な ら な い 。 

(1)  審 査 請 求 人 及 び 参 加 人 （ 行 政 不 服 審 査 法 第 13 条 第 ４ 項 に 規 定

す る 参 加 人 を い う 。 以 下 同 じ 。）  

(2)  本 人 開 示 請 求 者 、 訂 正 請 求 者 又 は 利 用 停 止 請 求 者 （ こ れ ら の

者 が 審 査 請 求 人 又 は 参 加 人 で あ る 場 合 を 除 く 。）  

(3)  当 該 審 査 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 の 開 示 に つ い て 反 対 意 見 書

を 提 出 し た 第 三 者 （ 当 該 第 三 者 が 審 査 請 求 人 又 は 参 加 人 で あ る

場 合 を 除 く 。）  

（ 第 三 者 か ら の 審 査 請 求 を 棄 却 す る 場 合 等 に お け る 手 続 等 ） 

第 55 条  第 30 条 第 ３ 項 の 規 定 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 裁 決 を す

る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 

(1)  開 示 決 定 に 対 す る 第 三 者 か ら の 審 査 請 求 を 却 下 し 、 又 は 棄 却

す る 裁 決 

(2)  審 査 請 求 に 係 る 開 示 決 定 等 （ 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情

報 の 全 部 を 開 示 す る 旨 の 決 定 を 除 く 。） を 変 更 し 、 当 該 審 査 請

求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 を 開 示 す る 旨 の 裁 決 （ 第 三 者 で あ る 参 加

人 が 当 該 第 三 者 に 関 す る 情 報 の 開 示 に 反 対 の 意 思 を 表 示 し て い

る 場 合 に 限 る 。）  

（ 調 査 権 限 等 ） 

第 56 条  第 53 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 諮 問 に 基 づ き 、 審 査 会 が 行 う 調

査 に 係 る 権 限 及 び 意 見 の 陳 述 、 提 出 資 料 の 閲 覧 、 答 申 の 内 容 の 公

表 等 の 手 続 に つ い て は 、 情 報 公 開 条 例 第 24 条 か ら 第 27 条 ま で の 規

定 に よ る も の と す る 。 

第 ４ 章  事 業 者 に 対 す る 措 置 

第 57 条  市 長 は 、 事 業 者 が 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 し 市 民 の 権 利 利 益
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に 重 大 な 侵 害 を 及 ぼ し 、 又 は 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め る と き は

、 そ の 事 実 を 明 ら か に す る た め に 必 要 な 限 度 に お い て 、 当 該 事 業

者 に 対 し 、 説 明 又 は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。 

２  市 長 は 、 事 業 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め る と き

は 、 当 該 事 業 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 勧 告 を す る こ と

が で き る 。 

(1)  事 業 者 が 個 人 情 報 を 著 し く 不 適 正 に 取 り 扱 っ て い る と 認 め る

と き 。 

(2)  前 項 の 規 定 に よ る 説 明 又 は 資 料 の 提 出 を 正 当 な 理 由 な く 行 わ

な い と き 、 又 は 不 正 に 行 っ た と き 。 

３  市 長 は 、 事 業 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 従 わ な か っ た と き は

、 審 議 会 の 意 見 を 聴 い た 上 で 、 そ の 旨 を 公 表 す る こ と が で き る 。

こ の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 あ ら か じ め 、 当 該 事 業 者 の 意 見 を 聴

か な け れ ば な ら な い 。 

第 ５ 章  横 浜 市 個 人 情 報 保 護 審 議 会 

（ 横 浜 市 個 人 情 報 保 護 審 議 会 の 設 置 等 ） 

第 58 条  こ の 条 例 及 び 横 浜 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す

る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 （ 平 成 27

年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 52 号 ） に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を

行 う た め 、 横 浜 市 個 人 情 報 保 護 審 議 会 を 置 く 。 

２  審 議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 事 項 を 行 う ほ か 、 実 施 機 関 の 諮 問

に 応 じ 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 重 要 な 事 項 を 審 議 す る も の と す

る 。 

３  審 議 会 は 、 前 ２ 項 に 規 定 す る 事 項 を 行 う ほ か 、 個 人 情 報 の 保 護

に 関 し 必 要 と 認 め る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 し 、 実 施 機 関 に 意 見 を
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述 べ る こ と が で き る 。 

４  審 議 会 は 、 そ の 職 務 を 遂 行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は

、 実 施 機 関 の 職 員 そ の 他 関 係 者 の 出 席 を 求 め 、 こ れ ら の 者 の 意 見

若 し く は 説 明 を 聴 き 、 又 は こ れ ら の 者 に 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と

が で き る 。 

５  審 議 会 は 、 市 長 が 任 命 す る 委 員 10 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。 

６  審 議 会 の 委 員 の 任 期 は ２ 年 と し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 前 任 者 の

残 任 期 間 と す る 。 た だ し 、 再 任 を 妨 げ な い 。 

７  審 議 会 に 、 専 門 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は

、 専 門 委 員 を 置 く こ と が で き る 。 

８  専 門 委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 以 内 で 市 長 が 定 め る 期 間 と す る 。 

９  審 議 会 の 委 員 及 び 専 門 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 秘 密 を

漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。 

（ 横 浜 市 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 第 三 者 評 価 委 員 会 の 設 置 等 ） 

第 58 条 の ２  実 施 機 関 に お け る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 し 審 議 会 が 必 要

と 認 め る 事 項 に つ い て の 実 地 調 査 及 び 審 議 を 行 う た め 、 審 議 会 に

部 会 と し て 横 浜 市 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 第 三 者 評 価 委 員 会 （ 以 下

「 委 員 会 」 と い う 。） を 置 く 。 

２  委 員 会 は 、 前 項 の 実 地 調 査 及 び 審 議 を 行 っ た と き は 、 当 該 実 地

調 査 及 び 審 議 に 係 る 事 項 を 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 審 議 会 は 、 実 施 機 関 に 対 し 、 当 該 報 告 に 係 る 事 項 に

つ い て 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。 

３  実 施 機 関 は 、 前 項 の 意 見 が 個 人 情 報 の 保 護 に 関 し 必 要 な 措 置 を

講 ず る よ う 求 め る も の で あ る 場 合 に は 、 当 該 措 置 に 係 る 処 理 の 内

容 を 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。 
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４  委 員 会 は 、 審 議 会 の 委 員 １ 人 以 上 及 び 専 門 委 員 を も っ て 組 織 す

る 。 

５  前 条 第 ４ 項 の 規 定 は 、 委 員 会 に つ い て 準 用 す る 。 

（ 規 則 へ の 委 任 ） 

第 58 条 の ３  前 ２ 条 に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に

関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。 

第 ６ 章  雑 則 

（ 費 用 の 負 担 ） 

第 59 条  第 31 条 第 １ 項 各 号 の 規 定 に よ り 写 し の 交 付 を 受 け る 者 は 、

規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 写 し の 作 成 及 び 送 付 に 要 す る 費

用 を 負 担 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 出 資 法 人 等 の 個 人 情 報 の 保 護 ） 

第 60 条  実 施 機 関 は 、 市 が 出 資 そ の 他 財 政 支 出 等 を 行 う 法 人 （ 市 が

設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 を 除 く 。） で あ っ て 、 市 長 が 定 め る も

の の 個 人 情 報 の 保 護 が 推 進 さ れ る よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の

と す る 。 

（ 適 用 除 外 ） 

第 61 条  こ の 条 例 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 個 人 情 報 に つ い て は 、 適 用

し な い 。 

(1)  統 計 法 （ 平 成 19 年 法 律 第 53 号 ） 第 ２ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 基 幹

統 計 調 査 及 び 同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 一 般 統 計 調 査 に 係 る 同 条 第

11 項 に 規 定 す る 調 査 票 情 報 （ 以 下 「 調 査 票 情 報 」 と い う 。） に

含 ま れ る 個 人 情 報 そ の 他 の 同 法 第 52 条 第 １ 項 に 規 定 す る 個 人 情

報 

(2)  統 計 法 第 24 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 に 届 け 出 ら れ た 統
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計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 に 含 ま れ る 個 人 情 報 

(3)  市 立 図 書 館 そ の 他 こ れ に 類 す る 市 の 施 設 に お い て 市 民 の 利 用

に 供 す る こ と を 目 的 と し て 収 集 し 、 整 理 し 、 又 は 保 存 し て い る

図 書 、 資 料 、 刊 行 物 等 に 記 録 さ れ て い る 個 人 情 報 

（ 事 業 者 等 へ の 情 報 の 提 供 等 ） 

第 62 条  市 長 は 、 個 人 情 報 の 適 正 な 取 扱 い を 確 保 す る た め 、 事 業 者

及 び 市 民 に 対 し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 必

要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 苦 情 の 処 理 ） 

第 63 条  市 長 は 、 市 に お け る 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 苦 情 の 適 切

か つ 迅 速 な 処 理 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

２  市 長 は 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 し 事 業 者 と 市 民 と の 間 に 生 じ た

苦 情 が 適 切 か つ 迅 速 に 処 理 さ れ る よ う に す る た め 、 必 要 な 措 置 を

講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

３  市 長 は 、 前 ２ 項 の 苦 情 の 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 苦 情 の 内 容

及 び 処 理 又 は 講 じ た 措 置 の 概 要 を 、 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る

。 

（ 市 長 の 調 整 ） 

第 64 条  市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 市 長 以 外 の 実 施 機 関

に 対 し 、 個 人 情 報 の 保 護 に つ い て 、 報 告 を 求 め 、 又 は 指 導 若 し く

は 助 言 を す る こ と が で き る 。 

（ 運 用 状 況 の 公 表 ） 

第 65 条  市 長 は 、 毎 年 １ 回 、 こ の 条 例 の 運 用 状 況 に つ い て 取 り ま と

め 、 こ れ を 公 表 す る も の と す る 。 

（ 委 任 ） 
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第 66 条  こ の 条 例 に 定 め る ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 市 長 が 定 め る 。 

第 ７ 章  罰 則 

第 67 条  実 施 機 関 の 職 員 若 し く は 実 施 機 関 の 職 員 で あ っ た 者 、 派 遣

労 働 者 若 し く は 派 遣 労 働 者 で あ っ た 者 又 は 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事

務 等 に 従 事 し て い る 者 若 し く は 従 事 し て い た 者 が 、 正 当 な 理 由 が

な い の に 、 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 が 記 録 さ れ た 第 ２ 条 第 ７ 項 第

１ 号 に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル （ そ の 全 部 又 は 一 部 を 複 製 し 、 又 は

加 工 し た も の を 含 む 。） を 提 供 し た と き は 、 ２ 年 以 下 の 懲 役 又 は

1,000,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

第 68 条  前 条 に 規 定 す る 者 が 、 そ の 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 保 有 個 人

情 報 を 自 己 若 し く は 第 三 者 の 不 正 な 利 益 を 図 る 目 的 で 提 供 し 、 又

は 盗 用 し た と き は 、 １ 年 以 下 の 懲 役 又 は 500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処

す る 。 

第 69 条  実 施 機 関 の 職 員 が そ の 職 権 を 濫 用 し て 、 専 ら そ の 職 務 の 用

以 外 の 用 に 供 す る 目 的 で 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 が 記 録 さ れ た 文

書 、 図 画 又 は 電 磁 的 記 録 を 収 集 し た と き は 、 １ 年 以 下 の 懲 役 又 は

500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

第 70 条  第 16 条 の 規 定 に 違 反 し て 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 を 漏 ら し

た 者 は 、 １ 年 以 下 の 懲 役 又 は 500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

第 71 条  偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 、 開 示 決 定 に 基 づ く 保 有 個 人

情 報 の 開 示 を 受 け た 者 は 、 50,000 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

附  則 

（ 施 行 期 日 ） 

１  こ の 条 例 は 、 平 成 17 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 
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（ 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

 

   横 浜 市 震 災 対 策 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   

 （ 災 害 時 要 援 護 者 対 策 ） 

第 12 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  市 長 は 、 前 項 の 取 組 を 支 援 す る た め 、 災 害 時 要 援 護 者 の う ち 規 

               個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 
則 で 定 め る 者 に 係 る 個 人 情 報 （ 
              横 浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 

成 15 年 法 律 第 57 号 ） 第 60 条 第 １ 項 の              
                            保 
例 （ 平 成 17 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 号 ） 第 ２ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 

有 個 人 情 報 の う ち 規 則 で 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。） に つ い

て 、 自 主 防 災 組 織 及 び 規 則 で 定 め る も の に 対 し 、 あ ら か じ め 提 供

を す る こ と が で き る 。 

   （ 第 ３ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

 

   横 浜 市 地 域 の 絆 を は ぐ く み 、 地 域 で 支 え 合 う 社 会 の 構 築 

を 促 進 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   

 （ 施 策 の 基 本 方 針 ） 

第 ７ 条  市 は 、 地 域 活 動 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 策 定 及 び 実 施 に 当 た

っ て は 、 こ の 条 例 の 趣 旨 に の っ と り 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 と し

て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

(4)  地 域 活 動 が 地 域 社 会 に お い て 果 た す 役 割 の 重 要 性 に か ん が み

、 地 域 活 動 団 体 に 対 し 必 要 な 情 報 の 提 供 に 努 め る こ と 。 こ の 場 

                       個 人 情 報 の 保 
合 に お い て 、 個 人 情 報 の 提 供 が 行 わ れ る と き は 、 
                      横 浜 市 個 人 情 
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  護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 15 年 法 律 第 57 号 ）          
                          の 趣 
報 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 号 ） 

旨 を 尊 重 し つ つ 、 地 域 活 動 の 促 進 に 寄 与 す る 観 点 か ら 適 切 に 行

わ れ る よ う 留 意 す る も の と す る 。 

   （ 第 ５ 号 省 略 ） 

 

   横 浜 市 重 度 障 害 者 の 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   

（ 所 得 の 状 況 の 調 査 等 ） 

第 ８ 条  市 長 は 、 こ の 条 例 に よ る 助 成 に 要 す る 費 用 に つ い て 神 奈 川

県 か ら 補 助 金 の 交 付 を 受 け る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 対

象 者 の 所 得 （ 地 方 税 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 226 号 ） 第 ５ 条 第 ２ 項 第

１ 号 に 掲 げ る 市 町 村 民 税 （ 特 別 区 が 同 法 第 １ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

っ て 課 す る 同 法 第 ５ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 税 を 含 む 。 以 下 同 じ

。） に つ い て の 同 法 そ の 他 の 市 町 村 民 税 に 関 す る 法 令 の 規 定 に よ

る 非 課 税 所 得 以 外 の 所 得 に 限 る 。 以 下 同 じ 。） の 状 況 に つ き 、 当

該 対 象 者 に 対 し 、 文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示 を 求 め 、

若 し く は 当 該 職 員 に 質 問 さ せ 、 又 は そ の 必 要 の 限 度 に お い て 、 対 

            個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 15  
象 者 の 所 得 に 関 す る 情 報 を 
            横 浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 

 年 法 律 第 57 号 ） 第 17 条 第 １ 項 の              
利 用 目 

平 成 17 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 号 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 

的 以 外 の 目 的 の た め に 利 用 す る こ と が で き る 。 
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